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PPEの目的
個人防護具（Personal Protective Equipment：PPE）



一般的なPPE例



特殊な環境で使用するPPE



サージカルマスク



マスクの素材別飛沫透過率

・ポリウレタンマスクは鼻や口から出る飛沫を抑える効果も、吸い込むのを防ぐ効果

も低い

・不織布であっても、装着がルーズだと効果がない。

・布マスクよりは不織布マスクが勧められるが、肌荒れなど不織布マスクが使えない

場合は、布マスクの間に不織布シートを挟んだり、布マスクの上から不織布マスクを

着用する。

令和3年6月23日理科学研究所ウィルス飛沫感染の予測に関する記者勉強会資料



プリーツ型マスクの正しい着け方

プリーツが下を向いている

（一部例外もあり）

マスクには表裏があります



マスクの着け方の工夫

マスクがフィットしない場合は、下記のような工夫が紹介されています。



プラスチック製手袋

🔴繊細な作業を必要としない

🔴手荒れしない

ニトリル製手袋

🔴プラスチック手袋で手荒れする

🔴繊細な作業を必要とする。

手袋

手袋は、種類によりコストも大きく違うため、適切に使用しましょう。(ニトリル手袋はプラスチック手袋の約3倍)



「マスクにくっつくアイガード」や「ミーガード」など上部が解放されている

タイプは、日常ケアにおける直線的な飛沫・液体の暴露防護には有効ですが、

エアロゾル発生時においては感染リスクが高くなります。

アイガード



N95マスク

 N95マスク「N」とは、「Not to resistant to oil」 という意味

 「95」とは0.3μm以上の塩化ナトリウム（NaCl）結晶の捕集効率

が95％以上という意味



ユーザーシール
チェック

定性的フィットテスト 定量的フィットテスト

装着毎に必ず実施 関連部署の職員に１回/年実施（9月）

N95マスク フィットテスト

















洗い残しの多いところ





速乾性手指消毒剤

（アルコールフリー）



ご清聴ありがとうございました


